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技術の特徴
• 加工食品に含まれる終末糖化産物を、既知の刺激性
AGEであるMG-H1当量として評価できる可能性。
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今後の展開
• AGEのsRAGE結合活性と細胞影響との相関解析
• 食品試料の分析・評価に向けた技術改良

研究の内容

標準物質

試料

ビオチン化
sRAGE

ストレプト
アビジン
-HRP

細胞膜

sRAGE
RAGEのうち、
刺激性AGEを
認識する部位

RAGE
刺激性AGEと

結合する膜貫
通型受容体

刺激性AGE
終末糖化産物AGEsのうち

ヒト体内で細胞膜上の
RAGEに結合するもの

AGEs
タンパク質（アミノ酸）と糖
からなる終末糖化産物
食品中やヒト体内に存在

ヒト細胞

細胞膜

刺激性AGEと細胞膜上の
sRAGEが相互作用

吸光度測定

MG-H1

タンパク質
分解・糖化

様々な加工法

終末糖化産物 AGEsメイラード反応

多様な構造

食味

香ばしさ

焼き色

付加価値向上

糖尿病合併症
加齢性疾患
（動脈硬化、認知症等）

健康への
関与

AGEs

関連?

食品 健康

生体・健康に影響を与える「刺激性AGEs」＝位置づけが不明

食品中
AGEs

生体中
AGEs

刺激性
AGEs

食品中
AGEs

生体中
AGEs

？？
？

刺激性
AGEs

AGEsの
判別法が
重要な鍵

？

OR


